
(57)【要約】

　外科手術部位における止血栓８の挿入および回収のた

めの内視鏡手術器具が、止血栓８のスライド式格納に適

する管状体１と、該管状体１内にスライド式に係合可能

で、該吸収栓を管状体の外側に押し出して外科手術部位

に置くためのプランジャ４とを含む。止血栓は、外科手

術部位にある内部器官、血液またはその他の液体に対し

て浮遊する、好適色の放射線不透過性位置決め手段１０

に連結される。プランジャ４の先端部４ａには、使用後

に止血栓を回収し、かつ、該止血栓を管状体内に引き込

むための、位置決め手段を把持する手段５が設けられる

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 か ら 有 機 物 流 体 を 除 去 す る た め の 内 視 鏡 手 術 器 具 で あ り 、
　 吸 収 栓 （ ８ ） と 、
　 該 吸 収 栓 （ ８ ） の ス ラ イ ド 式 格 納 に 適 す る 管 状 体 （ １ ） と 、
　 該 管 状 体 の 内 側 に ス ラ イ ド 式 に 係 合 で き 、 外 科 手 術 部 位 に て 前 記 吸 収 栓 を 前 記 管 状 体 の
外 側 に 押 し 出 す た め の プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） と を 含 み 、
　 前 記 管 状 体 （ １ ） お よ び 前 記 プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） が 、 先 端 部 （ １ ａ 、 ４ ａ ） と 基 端 部 （ １
ｂ 、 ４ ｂ ） を 有 す る 内 視 鏡 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 外 科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 に 対 し て 浮 遊 す る
放 射 線 不 透 過 性 の 栓 位 置 決 め 手 段 （ ９ 、 １ ０ ） に 、 前 記 吸 収 栓 が 連 結 さ れ て お り 、
　 ま た 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） の 前 記 先 端 部 （ ４ ａ ） に 、 前 記 吸 収 栓 を 前 記 管 状 体 の 内 側
に 引 き 込 む こ と に よ っ て 、 使 用 後 に 前 記 吸 収 栓 を 回 収 す る た め の 、 前 記 栓 位 置 決 め 手 段 を
把 持 す る 手 段 （ ５ ） が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 栓 位 置 決 め 手 段 が 、 ワ イ ヤ （ ９ ） に よ っ て 前 記 吸 収 栓 （ ８ ） に 連 結 さ れ た 、 前 記 外
科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 よ り も 比 重 の 小 さ い 少 な く
と も １ つ の ボ ー ル （ １ ０ ） を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ボ ー ル （ １ ０ ） が 、 前 記 管 状 体 （ １ ） の 内 側 寸 法 よ り も 小 さ い 寸
法 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ が ス テ ム （ ４ ） を 含 み 、 前 記 把 持 手 段 が 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 先 端 部
（ ４ ａ ） に あ る ル ー プ （ ５ ） を 含 み 、 前 記 ル ー プ が 前 記 ボ ー ル （ １ ０ ） よ り も 広 く 開 い て
い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ル ー プ （ ５ ） が 、 湾 曲 し た 薄 板 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ の 端 部 で 前 記 ス テ ム の 前 記 先
端 部 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 状 体 （ １ ） お よ び 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 基 端 部 （ １ ｂ 、 ４ ｂ ） に 取 っ 手 手 段 （
３ ａ 、 ３ ｂ 、 ７ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 該 取 っ 手 手 段 （ ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ７ ） は 、 前 記 取 っ 手 手 段 に 同 時 に 反 対 方 向 に 加 え ら れ る 対
応 す る 圧 力 作 用 の 結 果 と し て 、 一 方 向 ま た は そ の 他 の 方 向 で 前 記 ス テ ム の 軸 線 方 向 に 滑 動
さ せ る た め の も の で あ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手
術 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 取 っ 手 手 段 が 、 使 用 者 の 指 を 係 合 さ せ る た め の リ ン グ 型 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ
た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 管 状 体 （ １ ） の 前 記 基 端 部 （ １ ｂ ） に 、 一 対 の 取 っ 手 リ ン グ （ ３ ａ 、 ３ ｂ ） が 設 け
ら れ て お り 、
　 該 一 対 の 取 っ 手 リ ン グ は 、 直 径 方 向 両 側 に あ っ て 、 前 記 管 状 体 （ １ ） と 共 通 平 面 関 係 に
あ り 、
　 ま た 、 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 基 端 部 （ ４ ｂ ） に 、 共 通 平 面 関 係 で 、 取 っ 手 リ ン グ （ ７
） が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ボ ー ル の 表 面 が 、 白 色 で あ る か 、 ま た は 、 明 色 で 着 色 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら 請 求
項 ８ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 吸 収 性 と 止 血 性 を 有 す る 材 料 の 伸 張 形 状 体 を 含 む 外 科 用 有 機 物 液 体 吸 収 栓 に お い て 、
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　 前 記 伸 張 形 状 体 が 、 外 科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 に
対 し て 浮 遊 す る 、 放 射 線 不 透 過 性 の 栓 位 置 決 め 手 段 （ ９ 、 １ ０ ） に 連 結 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 外 科 用 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 位 置 特 定 手 段 が 、 ワ イ ヤ （ ９ ） に よ っ て 前 記 吸 収 栓 に 連 結 さ れ た 、 外 科 手 術 部 位 に
存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 若 し く は 他 の 液 体 よ り も 比 重 量 が 小 さ い 少 な く と も １ つ の ボ ー
ル （ １ ０ ） を 含 む 請 求 項 １ ０ に 記 載 さ れ た 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ボ ー ル 表 面 が 、 白 色 で あ る か 、 ま た は 、 明 色 で 着 色 さ れ て い る 請 求 項 １ ０ ま た は 請
求 項 １ １ に 記 載 さ れ た 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 義 の 概 念 で 云 え ば 、 主 と し て （ 限 定 的 な 意 味 で は な い ） 、 手 操 作 に よ る 腹
腔 鏡 検 査 を 含 む 内 視 鏡 手 術 （ 腹 腔 鏡 検 査 、 胸 腔 診 断 等 ） に 使 用 す る こ と を 企 図 し た 外 科 器
具 の 分 野 に 関 す る も の で あ る 。 具 体 的 に 云 え ば 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 処 置 に よ っ て 実 施 さ れ
る 外 科 手 術 の 間 に 使 用 可 能 な 、 外 科 手 術 部 位 に お け る 栓 （ プ ラ グ ） の 挿 入 と お よ び 回 収 の
た め の 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 手 術 で は 、 小 型 化 さ れ た 光 学 器 具 お よ び 外 科 器 具 を 用 い て 、 腹 腔 等 の 体 腔 に 対 す
る 低 侵 襲 的 進 入 が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 腹 膜 腔 に 関 係 す る 腹 腔 鏡 手 術 の 場 合 、 こ の 腹 膜 腔 は
、 生 理 学 的 条 件 下 で 虚 性 （ ま た は 仮 想 ） で あ り 、 光 学 器 具 に よ っ て 診 査 す る こ と が で き な
い 。 そ れ を 実 （ ま た は 実 在 ） に す る た め に 、 ガ ス （ 一 般 に は 、 Ｃ Ｏ ２ ） を 吹 き 込 む こ と に
よ り 腹 膜 腔 の 壁 を 持 ち 上 げ て 、 ガ ス 室 を 形 成 す る 。 こ れ は 、 気 腹 と し て 知 ら れ て い る 。 気
腹 室 へ の 進 入 は 、 弁 を 嵌 着 し た 套 管 針 に よ っ て 行 わ れ 、 も っ て 、 実 際 の ガ ス 圧 が さ ほ ど 変
動 す る こ と な く 、 腹 部 の 内 外 間 の 連 通 が な さ れ る 。 外 科 器 具 は 、 套 管 針 を 通 し て 挿 入 さ れ
、 光 学 部 分 は 、 モ ニ タ ー に 接 続 さ れ た Ｔ Ｖ カ メ ラ に 外 部 接 続 さ れ て 、 撮 影 ／ 画 像 伝 送 系 を
形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 気 腹 に よ っ て 臓 器 に 加 わ る 圧 力 が 、 病 変 し た 無 数 の 毛 細 血 管 の 自 然 止 血 を 促 進 す る と し
て も 、 す ぐ に 完 璧 な 止 血 を 施 す こ と が 不 可 欠 で あ り 、 さ も な け れ ば 視 認 性 が 低 下 し て 、 つ
い に は 必 要 な 安 全 性 の な い 腹 腔 鏡 処 置 に よ る 手 術 を 継 続 で き な く な る （ い ず れ に せ よ 、 継
続 を 勧 め ら れ な く な る ） 。 通 常 、 こ の 種 の 手 術 で は 、 外 科 手 術 部 位 を 清 潔 に 保 ち 、 か つ 、
十 分 な 器 具 視 認 性 を 保 証 す る た め に 、 流 出 す る 血 液 お よ び 液 体 が 吸 引 さ れ る 。 し か し な が
ら 、 吸 引 の 実 施 は 、 完 全 に 効 率 的 と い う わ け で は な く 、 し ば ら く 後 で 使 用 で き る に す ぎ ず
、 し ば し ば そ れ が 決 定 的 と な る 。 同 様 に 、 套 管 針 を 通 し て 鉗 子 に よ っ て 外 科 手 術 部 位 に 挿
入 さ れ た 吸 収 栓 の 使 用 も 同 様 に 非 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ３ １ ０ ４ ０ ７ 号 は 、 止 血 材 料 の 栓 が 設 置 さ れ る 、 管 状 要 素 に よ っ て 形 成 さ
れ た 、 腹 腔 鏡 処 置 で 止 血 栓 を 腹 腔 に 挿 入 す る た め の 器 具 と 、 出 血 が 生 じ た 場 所 に 栓 を 直 接
適 用 す る ス ラ イ ド 式 プ ラ ン ジ ャ と を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 套 管 針 を 通 る 鉗 子 を 用 い て 栓 を 挿 入 す る 場 合 は 勿 論 の こ と 、 前 記 器 具 の 欠 点 は 、 特 に 腫
瘍 除 去 の た め の 腹 腔 鏡 外 科 手 術 の 場 合 に 、 鉗 子 に よ る 栓 の 回 収 が 困 難 で あ り 、 場 合 に よ っ
て は 危 険 で さ え あ る と い う 事 実 に あ る 。 こ の 場 合 、 套 管 針 を 通 過 す る 間 に 栓 が い く ら か 絞
ら れ る こ と に よ っ て 、 腫 瘍 が 成 長 し た 箇 所 か ら 遠 く 離 れ た 箇 所 で 、 癌 細 胞 を 含 む 細 胞 の 散
布 が 起 こ る 可 能 性 が あ り 、 し た が っ て 、 処 置 困 難 な 、 極 め て 深 刻 な 腫 瘍 の 離 隔 散 布 を 引 き
起 こ す 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 体 腔 に 入 れ た 栓 を 「 忘 れ る 」 と い う 明 確 な リ ス ク も 存 在 し 、
或 い は ま た 、 い ず れ に せ よ 、 血 液 ま た は そ の 他 の 体 液 中 に 栓 が 入 る と 、 除 去 す る た め に そ
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の 栓 を 再 び 見 つ け る こ と が 困 難 に な る だ ろ う 。 こ の 「 見 落 と し 」 は 、 医 療 お よ び 法 的 紛 争
の 原 因 と な る こ と が 多 く 、 「 開 腹 」 手 術 に 比 べ て 腹 腔 鏡 手 術 で は あ ま り 頻 発 し な い と は 言
え 、 と も か く 無 視 で き な い リ ス ク で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 の 種 々 の 欠 点 を 克 服 可 能 な 、 内 視 鏡 手 術 の 間 に 体 腔 か ら 有 機 物 流
体 を 除 去 す る た め の 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 特 別 な 目 的 は 、 腹 腔 鏡 外 科 手 術 の 間 に 腹 腔 内 に 吸 収 栓 を 挿 入 す る た め の 器 具 で
あ っ て 、 さ ら に 、 該 吸 収 栓 の 安 全 か つ 容 易 な 位 置 特 定 を 可 能 に し 、 し た が っ て 使 用 後 の 吸
収 栓 の 回 収 を 容 易 に し 、 も っ て 、 外 科 手 術 部 位 で 吸 収 栓 が 離 れ て 患 者 の 体 内 に 放 置 さ れ る
危 険 を 回 避 し 、 ま た 、 外 科 処 置 部 位 か ら 遠 く 離 れ た 領 域 で の 細 胞 散 布 の 可 能 性 を 回 避 す る
前 記 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 目 的 は 、 使 用 後 に 容 易 に 取 り 出 し て 回 収 で き る 止 血 栓 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 手 術 の 間 に 体 腔 か ら 有 機 物 流 体 を 除 去 す る た め の
以 下 の 特 徴 を 有 す る 器 具 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
　 吸 収 栓 と 、
　 該 吸 収 栓 を ス ラ イ ド 式 に 格 納 す る の に 適 し た 管 状 体 と 、
　 該 管 状 体 の 内 側 に ス ラ イ ド 式 に 係 合 で き 、 外 科 手 術 部 位 に て 前 記 吸 収 栓 を 前 記 管 状 体 の
外 側 に 押 し 出 す た め の プ ラ ン ジ ャ と を 含 み 、
　 外 科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 上 で 浮 遊 す る 放 射 線 不
透 過 性 部 材 を 含 む 栓 位 置 決 め 手 段 に 、 前 記 吸 収 栓 が 連 結 さ れ て お り 、
　 ま た 、 前 記 吸 収 栓 を 回 収 す る と と も に 前 記 管 状 体 の 内 側 に 前 記 吸 収 栓 を 引 き 込 む た め に
、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 先 端 部 分 に 前 記 栓 位 置 決 め 手 段 を 把 持 す る 手 段 が 配 設 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 器 具 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 手 術 器 具 の そ の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 図 面 に 用 い た 非 限 定 的
な 例 と し て の 本 発 明 の 具 体 例 の １ つ に 関 す る 以 下 の 説 明 に よ っ て 明 ら か に な さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ を 見 る と 、 １ は 、 １ ａ お よ び １ ｂ で そ れ ぞ れ 示 さ れ た 開 放 さ れ た 先 端 部 と 、
開 放 さ れ た 基 端 部 を 有 す る 硬 質 套 管 を 示 す 。 套 管 １ の 基 端 部 は 、 該 套 管 １ と 共 通 平 面 関 係
に あ り 直 径 方 向 両 側 に あ る ２ つ の 環 状 把 持 部 ３ ａ 、 ３ ｂ の 形 状 を な す 取 っ 手 を 有 す る ハ ブ
２ に 、 堅 固 に 係 合 せ し め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス テ ム ４ は 、 套 管 １ に ス ラ イ ド 式 に 挿 入 さ れ 、 そ の 先 端 部 ４ ａ が ア イ レ ッ ト （ 紐 穴 ） 形
状 体 を 有 す る 。 本 発 明 例 で は 、 ア イ レ ッ ト 形 状 体 が 可 撓 性 薄 板 ５ で 形 成 さ れ 、 ル ー プ を な
す 態 様 で ２ つ に 折 曲 さ れ 、 そ の 端 部 が 横 ペ グ （ 止 め 釘 ） ６ （ 図 ３ ） に よ っ て ス テ ム ４ の 端
部 ４ ａ に 結 合 さ れ て い る 。 好 適 に は 、 可 撓 性 薄 板 ５ は 長 方 形 断 面 の ス ト リ ッ プ で あ り 、 ま
た 、 十 分 な 曲 げ 剛 性 を 示 す よ う に 、 ハ ー モ ニ ッ ク （ ｈ ａ ｒ ｍ ｏ ｎ ｉ ｃ ） ま た は ニ ッ ケ ル ・
チ タ ン 鋼 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ス テ ム ４ の 基 端 部 ４ ｂ は 、 本 実 施 例 で は 鋼 製 ペ グ （ 図
示 せ ず ） に よ っ て ス テ ム ４ に 結 合 さ れ 、 か つ 、 該 ス テ ム ４ と 共 通 平 面 関 係 に あ る 環 状 把 持
部 ７ で 終 わ っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 套 管 １ お よ び ス テ ム ４ は 、 好 適 に は 、 金 属 、 ま た は 外 科 用 途 に 適 す る プ ラ ス チ ッ ク 材 料
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（ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 等 ） で 形 成 さ れ る 。 環 状 把 持 部 ３ ａ 、 ３
ｂ 、 ７ は 、 類 似 材 料 で 形 成 さ れ る 。 好 適 に は 、 套 管 １ の 潤 滑 さ れ た 内 側 表 面 に 沿 っ て 滑 り
易 く す る た め の オ ー リ ン グ （ 図 示 せ ず ） を 収 め る 周 溝 １ １ が 、 ス テ ム ４ に 沿 っ て 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 器 具 は 、 細 長 い 形 状 、 具 体 的 に は ほ ぼ 西 洋 梨 形 の 吸 収 栓 ８ を 有 し 、
こ の 吸 収 栓 は 、 套 管 １ 内 に 首 尾 よ く 挿 入 で き る 形 状 体 で あ る 。 吸 収 栓 ８ は 、 ワ イ ヤ ９ に よ
っ て 、 血 液 よ り も 比 重 が 小 さ く 、 血 液 に 対 し て 浮 遊 す る ボ ー ル １ ０ に 連 結 さ れ る 。 ボ ー ル
１ ０ は 、 Ｘ 線 で 見 え る よ う に 放 射 線 不 透 過 性 で あ る 。 ボ ー ル １ ０ は 、 好 適 に は 、 手 術 野 内
で 視 覚 的 に 識 別 可 能 で あ る よ う に 色 付 け す べ き で あ り 、 ま た 、 そ の 表 面 で 血 液 を 滑 ら せ る
よ う な 表 面 仕 上 げ に し な け れ ば な ら な い 。 吸 収 栓 ８ は 、 手 術 野 に 存 在 す る で あ ろ う 血 液 お
よ び そ の 他 の 液 体 の 止 血 ／ 吸 収 に 適 す る 任 意 の 材 料 で 形 成 で き る 。 好 適 に は 、 吸 収 栓 ８ は
、 Ｍ ｅ ｒ ａ ｃ ｅ ｌ （ 登 録 商 標 ） ま た は Ｉ ｖ ａ ｌ ｏ ｎ （ 登 録 商 標 ） と い う 商 品 名 で 市 販 さ れ
て い る 製 品 、 ま た は 、 そ の 他 の 同 等 製 品 で 見 ら れ る よ う に 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ Ｐ Ｖ
Ａ ） で 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ワ イ ヤ ９ は 、 生 体 適 合 性 材 料 か ら 成 り 、 例 え ば 、 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ ８ ～ １ ０ ｃ ｍ の
縫 合 糸 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ボ ー ル １ ０ は 、 套 管 １ に 挿 入 で き る よ う な 寸 法 を 有 し 、 こ の 寸 法 は 、 ボ ー ル １ ０ よ り も
僅 か に 大 き く す る 必 要 の あ る 、 ス テ ム ４ の 端 部 ４ ａ に 形 成 さ れ る ル ー プ の 寸 法 を 決 定 す る
。 ま た 、 ボ ー ル は 、 外 科 手 術 部 位 で 容 易 に 識 別 さ れ る よ う に 、 白 色 （ ま た は 黄 色 、 ま た は
、 明 る い 色 ） で あ り 、 さ ら に 放 射 線 不 透 過 性 で な け れ ば な ら な い 。 ボ ー ル を 、 ２ つ 以 上 設
け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ム ４ が 完 全 に 套 管 １ に 挿 入 さ れ て い る と き に 、 確 実 に ス テ ム ４ の ア イ レ ッ ト 形 状 体
端 部 ４ ａ が 前 記 套 管 か ら 完 全 に 突 き 出 る よ う に す る た め に 、 ス テ ム ４ の 長 さ は 、 套 管 １ の
長 さ と 同 等 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 吸 収 栓 を 外 科 手 術 部 位 に 動 か す に は 、 予 め 吸 収 栓 ８ が 設 置 さ れ た 挿 入 器 具 の 套 管 １ を 套
管 針 （ ト ロ カ ー ル ） 内 に 導 入 す る こ と に よ っ て 、 該 套 管 針 を 通 じ て 腹 腔 に 到 達 さ せ る 。 プ
ラ ン ジ ャ の 役 割 を 果 た す ス テ ム ４ を 滑 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 吸 収 栓 ８ が 、 套 管 １ の 外 に
押 し 出 さ れ 、 外 科 医 に よ っ て 使 用 場 所 に 位 置 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 吸 収 栓 ８ が 機 能 を 果 た し た な ら ば 、 吸 収 栓 を 回 収 し て 腹 腔 の 外 に 取 り 出 さ な け れ ば な ら
な い 。 こ の 目 的 で 、 図 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ に 示 し た よ う に 、 ボ ー ル １ ０ を 視 覚 的 に 識 別 し 、
ス テ ム ４ の ア イ レ ッ ト 形 状 体 端 部 ４ ａ を 該 ボ ー ル に 向 か っ て 動 か し 、 該 ボ ー ル を 確 保 し て
、 吸 収 栓 ８ の ワ イ ヤ ９ を 引 っ 掛 け る よ う に ル ー プ 内 に 通 す 。 次 い で 、 簡 単 な 手 の 動 き に よ
っ て ル ー プ を ワ イ ヤ に 沿 っ て 滑 動 さ せ 、 吸 収 栓 が 完 全 に 套 管 １ の 内 側 に 回 収 さ れ る ま で 、
ス テ ム ４ を 図 ４ Ｃ の 矢 印 Ｆ の 方 向 で 後 方 に 引 き 、 そ の 後 、 器 具 を 套 管 針 か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 を 用 い て 得 ら れ る 利 点 は 、 吸 収 栓 の 回 収 操 作 、 特 に 、 使 用 後 に 吸 収 栓
を 套 管 １ に 再 挿 入 す る 作 業 が 外 科 手 術 部 位 で 直 接 実 行 さ れ る た め 、 吸 収 栓 が 不 可 避 的 に い
く ら か 絞 ら れ る こ と が 離 隔 汚 染 源 （ 転 移 形 成 の ル ス ク を 伴 う 離 隔 散 布 の 可 能 性 が あ る が 故
に 、 腫 瘍 細 胞 の 存 在 下 で は 特 に 危 険 で あ る ） に な ら な い こ と で あ る 。 外 科 手 術 部 位 で 吸 収
栓 が 部 分 的 に 絞 ら れ る と 、 最 悪 の 仮 定 で は 、 吸 収 栓 の 有 無 に 関 わ ら ず さ ら に 避 け ら れ な い
顕 微 鏡 的 に 不 完 全 な 腫 瘍 除 去 を 引 き 起 こ し 、 場 合 に よ っ て は そ れ が 疾 病 の 局 所 的 な 再 発 を
引 き 起 こ す こ と に な る が 、 離 隔 転 移 よ り は 常 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 ル ー プ 掛 け 器 具 は 、 現 在 、 単 純 か つ 有 効 で あ る の で 好 ま し い と 考 え ら れ て い る 。 さ
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ら に 、 本 説 明 を 読 む こ と で 当 業 者 に 示 唆 さ れ る で あ ろ う 同 等 の ル ー プ 掛 け 器 具 は 、 本 発 明
の 範 囲 内 に 入 る も の と 見 な さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 明 細 書 を 読 め ば 、 本 発 明 に 対 す る 種 々 の 修 正 お よ び 変 形 が 可 能 で あ る こ と が 判 る だ ろ
う 。 こ れ ら の 変 形 お よ び 追 加 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 お よ び 精 神 の
範 囲 内 に あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 が 見 や す い よ う に い く つ か の 部 品 が 除 去 さ れ て い る 、 本 発 明 に よ る 器 具 の 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 器 具 の 分 解 組 立 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 プ ラ ン ジ ャ 端 部 の 詳 細 図 。
【 図 ４ ａ 】 図 ４ ｂ 、 図 ４ ｃ と 共 に 、 図 １ の 器 具 に よ る 吸 収 栓 の 回 収 の 諸 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 図 ４ ｂ 】 図 ４ ａ 、 図 ４ ｃ と 共 に 、 図 １ の 器 具 に よ る 吸 収 栓 の 回 収 の 諸 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 図 ４ ｃ 】 図 ４ ａ 、 図 ４ ｂ と 共 に 、 図 １ の 器 具 に よ る 吸 収 栓 の 回 収 の 諸 ス テ ッ プ を 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】
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【 図 ４ ｃ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 29日 (2005.9.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 か ら 有 機 物 流 体 を 除 去 す る た め の 内 視 鏡 手 術 器 具 で あ り 、
　 吸 収 栓 （ ８ ） と 、
　 該 吸 収 栓 （ ８ ） の ス ラ イ ド 式 格 納 に 適 す る 管 状 体 （ １ ） と 、
　 該 管 状 体 の 内 側 に ス ラ イ ド 式 に 係 合 で き 、 外 科 手 術 部 位 に て 前 記 吸 収 栓 を 前 記 管 状 体 の
外 側 に 押 し 出 す た め の プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） と を 含 み 、
　 前 記 管 状 体 （ １ ） お よ び 前 記 プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） が 、 先 端 部 （ １ ａ 、 ４ ａ ） と 基 端 部 （ １
ｂ 、 ４ ｂ ） を 有 す る 内 視 鏡 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 外 科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 に 対 し て 浮 遊 す る
放 射 線 不 透 過 性 の 栓 位 置 決 め 手 段 （ ９ 、 １ ０ ） に 、 前 記 吸 収 栓 が 連 結 さ れ て お り 、
　
　 ま た 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ （ ４ ） の 前 記 先 端 部 （ ４ ａ ） に 、 前 記 吸 収 栓 を 前 記 管 状 体 の 内 側
に 引 き 込 む こ と に よ っ て 、 使 用 後 に 前 記 吸 収 栓 を 回 収 す る た め の 、 前 記 栓 位 置 決 め 手 段 を
把 持 す る 手 段 （ ５ ） が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 栓 位 置 決 め 手 段 が 、 ワ イ ヤ （ ９ ） に よ っ て 前 記 吸 収 栓 （ ８ ） に 連 結 さ れ た 、 前 記 外
科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 よ り も 比 重 の 小 さ い 少 な く
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と も １ つ の ボ ー ル （ １ ０ ） を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ボ ー ル （ １ ０ ） が 、 前 記 管 状 体 （ １ ） の 内 側 寸 法 よ り も 小 さ い 寸
法 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ が ス テ ム （ ４ ） を 含 み 、 前 記 把 持 手 段 が 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 先 端 部
（ ４ ａ ） に あ る ル ー プ （ ５ ） を 含 み 、 前 記 ル ー プ が 前 記 ボ ー ル （ １ ０ ） よ り も 広 く 開 い て
い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ル ー プ （ ５ ） が 、 湾 曲 し た 薄 板 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ の 端 部 で 前 記 ス テ ム の 前 記 先
端 部 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 状 体 （ １ ） お よ び 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 基 端 部 （ １ ｂ 、 ４ ｂ ） に 取 っ 手 手 段 （
３ ａ 、 ３ ｂ 、 ７ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 該 取 っ 手 手 段 （ ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ７ ） は 、 前 記 取 っ 手 手 段 に 同 時 に 反 対 方 向 に 加 え ら れ る 対
応 す る 圧 力 作 用 の 結 果 と し て 、 一 方 向 ま た は そ の 他 の 方 向 で 前 記 ス テ ム の 軸 線 方 向 に 滑 動
さ せ る た め の も の で あ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手
術 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 取 っ 手 手 段 が 、 使 用 者 の 指 を 係 合 さ せ る た め の リ ン グ 型 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ
た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 管 状 体 （ １ ） の 前 記 基 端 部 （ １ ｂ ） に 、 一 対 の 取 っ 手 リ ン グ （ ３ ａ 、 ３ ｂ ） が 設 け
ら れ て お り 、
　 該 一 対 の 取 っ 手 リ ン グ は 、 直 径 方 向 両 側 に あ っ て 、 前 記 管 状 体 （ １ ） と 共 通 平 面 関 係 に
あ り 、
　 ま た 、 前 記 ス テ ム （ ４ ） の 前 記 基 端 部 （ ４ ｂ ） に 、 共 通 平 面 関 係 で 、 取 っ 手 リ ン グ （ ７
） が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ボ ー ル の 表 面 が 、 白 色 で あ る か 、 ま た は 、 明 色 で 着 色 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら 請 求
項 ８ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 吸 収 性 と 止 血 性 を 有 す
る 材 料 の 伸 張 形 状 体 を 含 む 外 科 用 有 機 物 液 体 吸 収 栓 に お い て 、
　 前 記 伸 張 形 状 体 が 、 外 科 手 術 部 位 に 存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 ま た は 、 そ の 他 の 液 体 に
対 し て 浮 遊 す る 、 放 射 線 不 透 過 性 の 栓 位 置 決 め 手 段 （ ９ 、 １ ０ ） に 連 結 さ れ て
　 こ と を 特 徴 と す る 外
科 用 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 位 置 特 定 手 段 が 、 ワ イ ヤ （ ９ ） に よ っ て 前 記 吸 収 栓 に 連 結 さ れ た 、 外 科 手 術 部 位 に
存 在 す る 内 部 器 官 、 血 液 、 若 し く は 他 の 液 体 よ り も 比 重 量 が 小 さ い 少 な く と も １ つ の ボ ー
ル （ １ ０ ） を 含 む 請 求 項 １ ０ に 記 載 さ れ た 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ボ ー ル 表 面 が 、 白 色 で あ る か 、 ま た は 、 明 色 で 着 色 さ れ て い る 請 求 項 １ ０ ま た は 請
求 項 １ １ に 記 載 さ れ た 有 機 物 液 体 吸 収 栓 。
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管 状 体 を 通 じ て 体 腔 内 の 外 科 手 術 部 位 に 配 置 す る た め に 適 す る 、

お り 、
前 記 栓 位 置 決 め 手 段 が 前 記 管 状 体 を 通 過 で き る よ う な 寸 法 を 有 す る
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摘要(译)

用于在手术部位处插入和取回旋塞8的内窥镜手术器械包括适于滑动存储
旋塞阀8的管状主体1和可滑动地接合在管状主体1内的管状主体1。并且
柱塞4用于将吸收塞挤出管状体并将其放置在手术部位。止血栓子，内脏
器官中的外科手术部位，漂浮到血液或其它液体中，被耦合到所述不透
射线的定位装置的优选颜色的10。柱塞4的前端部4a中，棉塞使用后收
集，并且，用于绘图该止血栓管状体被设置装置5用于夹紧定位装置。
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